
月刊『商店建築』2026 年 1 月号（2025年 12 月 26 日発売）挟み込み付録

SHOP＆SHOWROOM GUIDEBOOK for professional 2026

『商店建築』2026年 1月号 挟み込み付録「SHOP＆SHOWROOM GUIDEBOOK」では、巻頭特別企

画として「ショールームレポート」を掲載します。これは、スポンサー各社のショールームに空間デ

ザインの実務を行う設計者が訪問、実際に製品を体験していただき、その内容を取材記事として掲載

するものです。ショールームを持つ企業にとっては、製品展開や製品開発にヒントになり、設計者にとっ

ては新しい製品知識が得られ、読者にとってはショールーム訪問のきっかけになるはずです。ショー

ルームを訪問する設計者は『商店建築』編集部が声がけをし、各社との懸け橋となります。各社の製

品のより深いアピールができるとともに、新しい設計者との出会いの機会としてご活用ください。

注意事項
取材・撮影費は料金に含まれています

写真の版権は商店建築社に属します

訪問する設計者の指名はできませんが、ご要望をヒアリングの上、調整いたします

（例：ホテルの設計をしている方にきてほしい）

ショールームが遠方の場合、別途交通費を請求させていただくことがあります

掲載料金

協賛スペースおよび料金
記事 2 ページ（画像5点掲載） ＋ ショールームガイド通常 1 ページ 　1,100,000 円 ( 税込み )
記事 1 ページ（画像3点掲載） ＋ ショールームガイド通常 1 ページ 　660,000 円 ( 税込み )

※ショールームガイド通常１ページは220,000円（税込、予価）

掲載号

『商店建築』2026年1月号挟み込み付録「SHOP & SHOWROOM GUIDEBOOK」

●申込締切 2025 年 10 月 17 日 ●発売日 2025 年 12 月 26 日



● ショールームを実際に訪問する価値を再認識した（設計者）

● メーカーの営業担当が持ってきてくれる情報もよいが、
　 ショールームであればそれ以外の製品に気づくことがある（設計者）

● 触り心地や細かい仕上げの部分はショールームでしか確認できない（設計者）

● 次回のショールーム設計の参考になった（設計者）

● 設計者と有意義なコミュニケーションができた（ショールーム担当）

● 有名な方に来てもらえて大変光栄だった（ショールーム担当）

● 後日、つながりのある設計者の方々とも再訪していただき、接点が増えた（ショールーム担当）

● これからの製品開発につながるヒントを提示してもらえた（営業担当）

● メーカー側では想像しえない点で製品を評価してもらえた（営業担当）

2025年  SHOP＆SHOWROOM GUIDEBOOK 抜粋ほか

2 ページ見本 1ページ見本
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特化した各種バリエーションを見ることができる。
さらにバーバー向けの高級チェアや、海外展開向けの製品、
デザインも豊富なカットチェアなど2階だけでも非常に多
くの製品が並ぶ。
「カットチェアは普通のイスの方が空間デザインとしていい
かもしれませんが、施術する側の負担があると持続性がな
くなる。僕は積極的に薦めないので、カットチェアにこれ
だけ選択肢があるのは助かります」
3階は実際の空間をイメージした提案ゾーン。サロン向け

の収納家具・什器が展示され、さまざまなノウハウが生か
された製品を展示。
締め括りに池田氏はこう語る。「僕は人の動きをデザインし
たい。だから人とモノをいかに接続するかが重要。クライ
アントからシャンプー機器などを薦められても、モノの領
域を自身がわかっていれば接続の精度も高められる。クラ
イアント、サロンの専門家、空間の設計者、それぞれが同
じ歩幅でプロジェクトを進めていくことが大事ですから、
設計者ももっとここに来た方がいいですね」

1 ／ 2 階のメンズブースに並ぶラグジュアリーなバーバー
チェアは、質の高い座り心地を確かめられるのはもちろん、多
彩な機能性も体感できる　2 ／サロンにとって高効率、かつ
安定した給湯は不可欠なもの。給湯設備「DANRYU」はサロ
ンの規模に合わせたラインアップが並ぶ。開業時には見られ
ない配管の通し方も展示され、設計の参考になる　3 ／スタ
イリングチェアとシャンプー台はほぼすべての機器が稼働・
通水しており、実際の運用検討が容易に可能。長年の経験と
ノウハウを元に、サロン来店者のみならず、施術者にとって
も快適な設計となっている　4 ／「MINIMAL SALON UNIT 
ONE」は、スタイリングチェアとシャンプー台が一体となっ
ており、ボタン一つでシャンプー台を設置 /座面下に収納が
可能。コロナ禍以降、サロンを個室 /半個室（左ページ写真も
参照）のようにし、来店者の動きを極小化する傾向が強まっ
ており、それに伴い設備や家具も進化している

GUEST 

池田励一氏

（REIICHI IKEDA DESIGN ）
https://www.reiichiikeda.com
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「TB-SQUARE（ティービー スクエア） osaka」は2016 年、
大阪・長堀橋にオープンした体験型の総合理美容ショールー
ム。運営するタカラベルモントの約30のショールームの中
でも、最多の機器・商材を展示し、各種のセミナーやマネ
ジメント相談も行う、サロンのプロフェッショナルにとっ
て国内随一の存在だ。今回はREIICHI IKEDA DESIGN の池
田励一氏とともに、5階建て延床面積約4600 ㎡になる施設
のショールーム部分を中心に案内してもらった。
天井高の高い広々とした1階には、実際に機器体験ができ
るエリア（予約制）がある。AI搭載ミラー「ECILA」（エシラ）
や自動シャンプー機「AQUA FORTE plus」（アクアフォル
テ プラス）といった最新機器も体験可能だ。2024 年4月発
売のECILAは、顧客の基礎情報と撮影した顔のデータを解
析し、お薦めのスタイリングなどをミラー面に映し出す。
顧客とのコミュニケーションを助けるツールとして位置付
けられる。
チェア・シャンプー機器の製品展示は2階に集約される。

主力製品である「YUME」シリーズは、ベッドのようなフル
フラット化を実現したエポックメイキングなプロダクトだ。
定番化しヘッドスパなどのサービスも浸透させた。池田氏
は実機を丁寧にチェックし、「リアルなサイズ感をわかって
おかないとプランニングは難しい。スタイリストは結構動
きがあるし、空間としては“間”も必要。裏付けを持ってな
いと最終的な寸法を決められません」と話す。その池田氏
が感心を示したのは「MINIMAL SALON UNIT ONE（ミニ
マルサロンユニット ワン）」。スタイリングチェアとシャン
プー台を一つにし、ワンストップサービスを可能とした。
シングルソファのようなスタイルから、フルフラットに変
形、チェア内部のシャンプーボウルが適切な位置まで自動
で繰り出す。空間を有効活用でき、半個室化するなどサー
ビスのフレキシビリティーも高まる。
プランする上でデザイナーが見落としがちで「忘れると大
変」（池田氏）なのが、給湯器設備。お湯はサロンの最も重
要なインフラで、ここでは熱源の違いなど、サロン向けに

タカラベルモント TB-SQUARE osaka

サロンに関わる人の動きをデザインするために。
～タカラのショールームでできること～
―池田励一（REIICHI IKEDA DESIGN ）

DATA　本記事で紹介したショールームについては、39 ページをご参照ください

これまでのショールームレポートについての“声”

ショールーム訪問記事見本

株式会社商店建築社　広告部
本社　〒160-0023
東京都新宿区西新宿7-5-3　斉藤ビル4階　
TEL（03）3363-5760

大阪支社　〒542-0086
大阪市中央区西心斎橋1-9-28　リーストラクチャー西心斎橋　
TEL（06）6251-6523

取り扱い広告代理店


